
教
員
の
性
別
比
率
の
偏
り
も
関
心
を
集
め
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本

の
女
性
比
率
は
参
加
国
の
中
で
最
低
で
、
他
国
と
の
差
も
大
き
い
の

だ
が
（
表
１
）
、
そ
の
意
味
解
釈
に
つ
い
て
は
慎
重
さ
が
必
要
だ
と

思
鍔
フ
。
初
等
教
育
の
教
員
は
一
般
に
「
女
性
の
職
業
」
と
見
な
さ
れ
て
成

立
・
発
展
し
、
多
く
の
国
で
、
教
職
の
学
歴
水
準
の
低
さ
、
専
門
的

教
育
の
不
備
、
経
済
的
待
遇
や
雇
用
形
態
の
不
安
定
さ
な
ど
を
抱
え

て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
六
六
年
の
胃
○
と
ご
用
○
○
に
よ
る
『
教

員
の
地
位
に
関
す
る
勧
告
』
等
が
重
要
な
契
機
と
な
っ
て
「
教
職
は

専
門
職
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
認
識
が
次
第
に
広
ま
っ

た
。
自
立
し
た
職
業
と
し
て
の
身
分
、
権
利
、
待
遇
条
件
等
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
で
男
性
が
増
え
、
女
性
の
比
率
は
低
下
す
る
と
い
う
展

開
を
辿
っ
た
。
今
回
の
調
査
は
中
学
校
が
対
象
な
の
で
、
そ
れ
が
単

純
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
ま
た
、
日
本
の
現
状
を
理
解
す
る
場

合
、
「
大
学
卒
以
上
」
の
学
歴
と
「
常
勤
」
と
い
う
勤
務
形
態
の
割
合

の
高
さ
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

日
本
の
中
学
校
は
戦
後
、
新
し
い
義
務
教
育
の
学
校
と
し
て
創
ら

一1

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
が
二
○
一
三
年
に
三
四
か
国

で
実
施
し
た
「
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査
（
弓
シ
ロ
印
弓
ｇ
昌
信

ｇ
Ｑ
Ｆ
閂
凰
眉
冒
扇
目
昌
呂
巴
普
２
９
）
」
の
結
果
が
、
去
る
六
月

二
五
日
に
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
は
前
期
中
等
教
育
の
校
長
と
教

員
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
で
は
、
中
学
校
と
中
等
教

育
学
校
（
国
・
公
・
私
立
）
の
う
ち
一
九
二
校
の
三
四
八
四
名
が
回

答
し
て
い
る
。
二
○
○
八
年
に
第
一
回
目
（
二
四
か
国
）
が
行
わ

れ
、
今
回
は
第
二
回
目
だ
が
、
日
本
は
初
め
て
の
参
加
で
あ
っ
た
。

1－

報
告
書
』
（
国
立
教
育
政
策
研
究
所
編
、
明
石
書
店
、
二
○
一
四

年
》
以
下
で
は
『
報
告
書
』
と
記
述
す
る
）
に
依
拠
し
て
い
る
。

提言公
表
直
後
か
ら
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
す
で
に
多
く
の
報
道
が
な
さ
Ｃ
Ｄ
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査
（
弓
崖
昌
巴
２
０
１
３
年
調
査
結
果

は
じ
め
に

一

教
員
の
男
女
比
率
を
ど
う
み
る
か
？

「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査
」
か

日
本
の
教
育
の
実
態
と
課
題

表1平均的な教員像 れ
て
お
り
、
文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
概
要
の
報
告
も
な
さ

れ
て
い
る
。
日
本
は
他
国
に
比
べ
て
授
業
研
究
や
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト

が
多
く
実
施
さ
誕
校
長
等
か
ら
の
助
言
を
よ
く
受
け
て
い
る
な

ど
、
肯
定
的
な
結
果
が
注
目
さ
れ
る
一
方
で
、
勤
務
時
間
の
長
さ
や

教
員
の
自
己
効
力
感
の
低
さ
な
ど
、
気
が
か
り
な
点
も
関
心
を
集
め

て
き
た
。
限
ら
れ
た
紙
幅
で
そ
れ
ら
を
網
羅
す
る
こ
と
は
不
可
能
な

の
で
、
本
稿
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
筆
者
の
関
心
に
限
定
し

て
主
題
に
迫
っ
て
み
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
用
い
る
デ
ー
タ
は
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
メ

ン
バ
ー
が
執
筆
し
て
公
刊
さ
れ
た
『
教
員
環
境
の
国
際
比
較
Ｉ
Ｏ
Ｅ

参加国平均日本

68％39％

43歳（平均勤続年数16年)42歳（平均勤続年数17年）

大学卒以上91％大学卒以上96％

82％が常勤で、83％が終身雇用96％が常勤で、80％が終身雇用

女性の割合

一
一
諏
一
》

(『報告書j、50頁）

ら
見
え
る

「
大
学
に
お
け
る
教
員
養
成
」
へ
の

移
行
を
目
指
し
た
。
国
公
立
学
校
の

場
合
は
公
務
員
と
し
て
の
身
分
保
障

が
あ
り
、
教
職
の
社
会
的
評
価
は
け

っ
し
て
低
く
な
か
っ
た
。
「
大
学
卒
」

の
学
歴
は
女
性
の
入
職
を
阻
ん
で
い

た
と
推
察
さ
れ
る
。
だ
が
、
進
学
率

の
上
昇
に
伴
い
、
女
性
の
占
め
る
割

合
は
徐
々
に
増
大
し
て
き
た
。

生
徒
の
男
女
比
は
ほ
ぼ
半
々
な
の

だ
か
ら
、
教
員
の
男
女
比
も
そ
れ
に

近
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。
以
上
の
背

景
を
勘
案
す
る
と
、
「
三
九
％
」
と
い

う
数
字
は
「
他
国
よ
り
も
低
い
」
と

の
は
一

統
計
要

れ
た
が
、
当
初
、
女
性
教
員
は
二

三
・
五
％
（
一
九
四
八
年
）
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
一
九
七
六
年
に
初
め
て

三
○
％
を
超
え
、
四
○
％
に
達
し
た

浜
田
博

日
本
は
戦
後
、

（
筑
波
大
学
人
間
系
教
授
）

九
九
七
年
で
あ
る

覧
一
参
照
）
。他
国
に
先
駆
け
て

文二
文
部
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と
す
る
回
答
が
四
五
・
四
％
で
、
最
も
多
い
。
参
加
国
平
均
で
は
三

七
・
五
％
が
「
就
任
後
」
だ
が
、
米
国
の
場
合
は
「
就
任
後
」
は
九
・

一
％
で
「
就
任
前
」
が
六
八
・
五
％
で
あ
っ
た
二
報
告
書
」
、
九
七

頁
）
。
研
修
の
日
数
も
十
分
と
は
言
い
難
い
（
表
４
）
。
校
長
の
擬
制

表3 校長としての勤務年数と前歴 い
う
よ
り
、
教
職
の
学
歴
水
準
や
身
分
保
障
等
の
諸
条
件
が
整
備
さ

れ
た
中
で
女
性
比
率
が
次
第
に
向
上
し
て
、
む
し
ろ
「
他
国
よ
り
も

五
○
％
に
近
づ
い
て
き
た
」
の
だ
と
、
ひ
と
ま
ず
は
理
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

二
「
五
○
歳
以
上
の
男
性
」
に
偏
っ
た
校
長
像

一
般
教
員
よ
り
も
重
大
な
関
心
が
払
わ
れ
る
べ
き
は
校
長
の
性

別
・
年
齢
構
成
で
あ
る
。
参
加
国
平
均
で
は
教
員
の
六
八
％
が
女
性

で
あ
る
の
に
対
し
て
女
性
校
長
は
四
九
・
四
％
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

表2校長の性別・年齢構成

(『報告書｣、101～103頁）

(｢報告書｣、94頁）

務
内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
、
自
分
の

学
級
や
授
業
に
と
ど
ま
ら
な
い
視
野

で
学
校
や
教
職
員
集
団
の
課
題
を
把

握
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
高
め
る
効

果
を
も
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
あ

る
種
の
擬
制
的
（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
）

な
校
長
養
成
の
機
能
が
埋
め
込
ま
れ

て
い
る
と
さ
え
思
う
。

し
か
し
、
在
職
期
間
が
五
年
に
満

た
な
い
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
短

い
。
校
長
に
求
め
ら
れ
る
「
教
員
と

し
て
の
経
験
」
は
も
っ
と
短
く
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
日
本
の
校
長
は
「
学
校
管

理
に
関
す
る
、
あ
る
い
は
校
長
を
対

象
と
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
コ
ー

ス
」
を
受
け
た
の
が
「
就
任
後
」
だ

四
九
・
四
％
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

日
本
の
場
合
、
女
性
校
長
は
わ
ず

か
六
、
○
％
で
あ
る
。
年
齢
は

「
五
○
歳
代
以
上
」
に
集
中
し

（
表
２
）
、
日
本
の
中
学
校
の
校
長

は
「
五
○
歳
以
上
の
男
性
」
に
偏

っ
て
い
る
こ
と
が
く
っ
き
り
と
浮

か
び
上
が
る
。

数
年
前
に
日
本
の
校
長
・
教

頭
・
教
務
主
任
の
約
二
○
名
の
教

員
に
同
行
し
て
、
米
国
の
あ
る
州

の
小
学
校
長
会
を
訪
ね
た
こ
と
が

あ
る
。
先
方
の
担
当
者
は
我
々
を

告
書
」
、
一
七
四
～
一
七
五
頁
）
。

と
こ
ろ
が
、
「
指
導
（
授
業
ご
は
平
均
一
九
・
三
時
間
に
対
し
て

見
る
な
り
、
鷲
い
た
表
情
で
「
あ
な
た
方
は
な
ぜ
、
ほ
と
ん
ど
が
男

８

性
な
の
？
」
と
尋
ね
た
。
二
○
名
の
う
ち
女
性
は
わ
ず
か
四
名
だ
っ
４

た
。
校
長
の
四
八
・
六
％
が
女
性
と
い
う
米
国
の
学
校
関
係
者
に

は
、
黒
い
ス
ー
ツ
を
ま
と
っ
た
男
性
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
集
団
の
姿

は
よ
ほ
ど
異
様
に
映
っ
た
の
だ
ろ
う
。

日
本
の
中
学
校
校
長
像
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

三
「
教
員
と
し
て
の
長
年
の
経
験
」
を
重
視
し
た
校
長
職

校
長
の
勤
務
年
数
と
前
歴
（
表
３
）
か
ら
は
、
次
の
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。
日
本
の
校
長
は
約
三
○
年
の
教
員
経
験
を
経
て
、
教
頭

（
ま
た
は
副
校
長
）
を
約
五
年
勤
め
た
後
に
校
長
に
な
り
、
五
年
経

た
ず
に
退
職
す
る
。
他
国
と
比
べ
る
と
、
教
員
と
し
て
の
経
験
年
数

が
非
常
に
長
く
、
校
長
在
職
年
数
は
半
分
と
い
う
短
さ
で
あ
る
。

じ
つ
は
、
校
長
へ
の
道
の
り
が
教
員
と
し
て
の
経
験
を
土
台
と
す

る
の
は
他
国
に
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
（
「
報
告
書
』
、
一
○
○
頁
）
。

日
本
は
そ
の
傾
向
が
最
も
顕
著
で
あ
り
、
「
教
育
の
専
門
性
」
を
重
視

し
て
「
校
長
の
専
門
性
」
を
捉
え
る
指
向
性
の
強
さ
が
み
て
と
れ
る
。

筆
者
は
、
そ
れ
自
体
を
問
題
と
は
思
わ
な
い
。
校
長
は
教
育
実
践

の
豊
か
な
経
験
と
高
い
見
識
を
具
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
日
本

の
場
合
、
教
員
と
し
て
の
経
験
の
中
に
、
他
国
に
は
な
い
幅
広
い
職

(｢報告書｣、106頁）

的
な
養
成
期
間
は
き
わ
め
て

長
い
が
、
管
理
職
に
特
化
さ

れ
た
職
能
開
発
の
機
会
は
短

い
在
職
中
に
わ
ず
か
に
実
施

さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
こ
の

状
況
を
ど
う
理
解
す
べ
き
な

の
だ
ろ
う
か
。

四
「
無
限
定
」
な

仕
事
の
現
実

多
く
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
教

員
の
多
忙
状
況
が
国
際
的
に

も
突
出
し
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
た
。
「
通
常
の
一
週
間
」

の
仕
事
時
間
を
尋
ね
た
結

果
、
参
加
国
平
均
の
三
八
・

三
時
間
に
対
し
、
日
本
は
五

三
・
九
時
間
（
一
・
四
倍
）

で
、
最
長
で
あ
っ
た
会
報
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参加国平均 日本

校長としての通算勤務年数 8.9年 4.5年

校長以外の管理職経験年数 5.7年 4.9年

教員としての通算勤務年数 20.7年 29.6年

教員としての勤務年数21年以上の割合 50.8％ 92.3％

参加国平均 日本

女性校長の割合 49.4％ 6.0%

校長の平均年齢 51.5歳 57.0歳

40歳代の割合 29.7％ 1.6％

50歳代の割合 47.5％ 80.4％

60歳以上の割合 15.0% 18.0%

参加国平均 日本

職能開発に参加したことのない校長の割合 9.5％ 14.6%

専門的な勉強会、組織内指導、調査研究に参
加した校長の割合（平均参加日数）

51.1%

(20.2日）
56.9％

(6.1日）

研修講座や会議、視察に参加した校長の割合
(平均参加日数）

83.4％

(12.6日）
83.1％

(9.5日）

その他の活動に参加した校長の割合
(平均参加日数）

33.5％

(10.4H)
17.7％

(3.8日）



日
本
は
一
七
・
七
時
間
、
「
個
人
で
行
う
授
業
の
準
備
」
は
平
均
七
・

一
時
間
に
対
し
て
日
本
は
八
・
七
時
間
で
あ
る
。
両
者
を
合
わ
せ
る

と
、
と
も
に
二
六
・
四
時
間
に
な
る
。
「
課
題
の
採
点
や
添
削
」
は
平

均
四
・
九
時
間
に
対
し
て
日
本
は
四
・
六
時
間
だ
か
ら
ほ
ぼ
同
じ
と

み
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
授
業
に
直
接
関
わ
る
時
間
に
は
ほ
と
ん
ど
差

が
な
い
。
い
つ
ぽ
う
、
大
き
く
異
な
る
の
は
、
「
課
外
活
動
」
（
平
均

二
・
一
時
間
に
対
し
て
日
本
七
・
七
時
間
、
三
・
七
倍
）
、
「
事
務
業

務
」
（
平
均
二
・
九
時
間
に
対
し
て
日
本
五
・
五
時
間
、
一
・
九

倍
）
、
「
学
校
運
営
業
務
」
（
平
均
一
・
六
時
間
に
対
し
て
日
本
三
時

間
、
一
・
九
倍
）
、
「
同
僚
と
の
共
同
作
業
や
話
し
合
い
」
（
平
均
二
・

九
時
間
に
対
し
て
日
本
三
・
九
時
間
、
一
・
三
倍
）
で
あ
る
。

教
員
の
仕
事
は
そ
の
範
囲
を
明
示
し
づ
ら
く
、
ど
こ
ま
で
や
っ
て

も
「
こ
れ
で
十
分
」
と
割
り
切
る
の
が
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
教
員

職
務
の
無
限
定
性
は
古
く
て
新
し
い
問
題
で
あ
る
。
給
与
や
職
員
配

置
の
あ
り
方
を
見
直
す
上
で
、
そ
れ
は
見
過
ご
せ
な
い
。
そ
の
際
、

優
れ
た
校
長
の
育
成
・
確
保
・
選
考
の
課
題
を
考
慮
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
に
関
す
る
問
題
提
起
を
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
。

五
校
長
の
男
女
比
率
に
潜
む
日
本
の
問
題

前
述
し
た
極
端
に
低
い
女
性
校
長
比
率
は
、
「
教
員
と
し
て
の
経

験
」
に
基
づ
く
擬
制
的
な
校
長
養
成
と
、
教
員
の
仕
事
の
幅
広
さ
と

長
す
ぎ
る
時
間
に
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
あ
え
て
付
け
加
え
る

●
●

な
ら
、
そ
れ
ら
は
実
質
的
な
校
長
選
抜
の
プ
ロ
セ
ス
を
形
作
っ
て
い

る
。
「
課
外
活
動
」
、
「
事
務
業
務
」
、
「
学
校
運
営
業
務
」
、
「
同
僚
と
の

共
同
作
業
や
話
し
合
い
」
と
い
う
勤
務
時
間
内
に
収
ま
り
に
く
い
仕

事
へ
の
取
組
如
何
が
、
長
い
教
員
経
験
を
通
じ
て
継
続
的
に
見
定
め

ら
れ
、
校
長
登
用
の
決
定
的
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

既
述
の
よ
う
に
教
員
経
験
は
校
長
の
専
門
性
に
欠
か
せ
な
い
。
だ

が
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
等
の
生
活
課
題
に
直
面
し
な
が
ら

も
週
約
五
四
時
間
の
業
務
を
遂
行
で
き
る
、
と
い
う
前
提
条
件
は
、

今
日
の
日
本
で
は
間
違
い
な
く
男
性
に
有
利
で
あ
る
。
い
き
お
い
、

校
内
の
勤
務
環
境
は
男
性
文
化
優
位
の
ま
ま
動
き
続
け
る
。
「
長
す

ぎ
る
仕
事
時
間
」
の
再
生
産
は
な
か
な
か
断
ち
切
れ
な
い
。

支
援
職
員
等
の
配
置
は
も
ち
ろ
ん
必
要
だ
が
、
「
学
校
運
営
業
務
」

●

や
「
同
僚
と
の
共
同
作
業
や
話
し
合
い
」
を
通
常
の
勤
務
時
間
内
に

可
能
と
す
る
勤
務
条
件
の
整
備
こ
そ
目
指
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
育
児
・
介
護
等
に
よ
る
休
暇
取
得
期
間
を
考
慮
し
た
管
理
職
の

登
用
・
退
職
年
齢
の
繰
り
下
げ
措
置
な
ど
も
検
討
の
余
地
が
あ
ろ

う
。
教
員
と
し
て
の
経
験
は
、
校
務
分
掌
、
学
校
運
営
業
務
、
同
僚

教
員
間
の
連
絡
調
整
な
ど
、
じ
つ
に
豊
穣
な
リ
ソ
ー
ス
を
蓄
積
し
て

い
る
。
そ
う
し
た
多
様
な
「
財
」
を
学
校
経
営
の
改
善
に
生
か
す
こ

と
を
見
据
え
た
議
論
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
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